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福島事故検証課題別ディスカッション（10月31日）
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福島事故検証課題別ディスカッション｢地震動による重要機器の影響｣（第９回）を開催

市町村原子力防災担当者会議を開催しました

第４回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会が開催されました

運転業務従事者への原子力災害時における業務従事に関するアンケートを実施

原子力発電所周辺の福祉施設等で放射線防護工事を進めています
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福島事故検証課題別ディスカッションを開催しました

　平成28年10月31日に、県の安全管理に関す

る技術委員会における福島事故検証課題別ディ

スカッション｢地震動による重要機器の影響｣

（第９回）を開催しました。

■　前回のディスカッション（8月24日開催）

において、東京電力HDから福島第一原子力

発電所の1号機で起こった水素爆発の状況を

推定するため、水素爆発のシミュレーション

を実施することについて提案がありました。

■　今回の第９回のディスカッションでは、水

素爆発の専門家にも参加していただき、水素

爆発シミュレーションの具体的な解析条件等

について議論しました。

■　その他、１号機の非常用電源設備に関する

事項や津波到着時刻についても議論しました。

　引き続き、水素爆発シミュレーション結果等

について議論していきます。

福島事故検証課題別ディスカッション（10月31日）

東京電力HDからシミュレーションの解析条件等について説明

シミュレーションの解析条件等の疑義について質問する田中委員

会議資料は、県原子力安全対策課のホームページをご覧ください。 新潟県　原子力安全対策課 検索

水素爆発のシミュレーションは
何のために行うの？

シミュレーションにより水素

が漏れた箇所や原子炉建屋内

を水素が流れた経路などを推

定することで、地震によって

重要機器等に異常がなかった

かどうかを推定する判断材料

にするためだよ。

▶福島事故検証課題別ディスカッション

第４回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会が開催されました

第４回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会

　平成28年8月29日、国で原子力防災を担当す

る内閣府が柏崎刈羽原子力発電所の事故に備え

て地元自治体の避難計画の具体化・充実化を支

援する柏崎刈羽地域原子力防災協議会の作業部

会（第４回）を県庁で開催しました。

　作業部会には内閣府のほか、県、柏崎市、刈

羽村、自衛隊などに加え、発電所から30km圏

内（UPZ）で避難計画の策定が義務づけられて

いる市町も参加しました。

　今回の作業部会では柏崎刈羽沖で地震が発生

し、柏崎刈羽原子力発電所に事故が発生した場

合を想定し、事故進展の各段階における対応な

どの机上演習を行いました。

　避難ルートの確保や避難先の選定方法など事

前に整理すべき事項や全面緊急事態において

UPZ圏内に屋内退避指示が出ている中で安定ヨ

ウ素剤を誰が配布するかなどの課題が挙がりま

した。

詳細については、県原子力安全対策課のホームページをご覧ください。 新潟県　原子力安全対策課 検索

▶報道発表資料　平成28年公表分

【地域原子力防災協議会とは】

原子力防災を担当する内閣府が、原子力発

電所の事故に備えて、自治体の防災計画や

避難計画の具体化・充実化を支援するため

各立地地域に設置した協議会

市町村原子力防災担当者会議を開催しました

市町村原子力防災担当者会議 グループ討議

　平成28年11月25日、原子力災害時の広域避

難の実効性を高めるため、県、県内25市町村、

内閣府、柏崎刈羽原子力規制事務所が参加し、

市町村原子力防災担当者会議を開催しました。

　会議では、広域避難マッチングによる避難元

と避難先（受入市町村）間の調整に関する課題

やマッチング済みの方向以外への避難先を決め

る際の課題など、広域避難の課題や対応案につ

いてグループ討議を行いました。
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原子力発電所周辺の福祉施設等で放射線防護工事を進めています

　福島第一原子力発電所事故では、福祉施設の入所者等が避難の途中において病状が悪化するなどの事

例が多く発生しました。

　このため、県では、原子力防災対策の一層の充実・強化を図ることを目的に、柏崎刈羽原子力発電所

の周辺地域の福祉施設など、直ちに避難することが困難な方々などが一時的に退避する施設等を対象に

放射線防護工事を進めています。

　【放射線防護工事を実施した施設】（平成27年度末）

　　　福祉施設（５施設）、柏崎原子力広報センター、高浜コミュニティセンター、刈羽村役場

　柏崎原子力広報センターでは、放射線防護設備の見学が可能です。是非お立ち寄りください。（P8

を参照してください。）

運転業務従事者への原子力災害時における業務従事に関する

アンケートを実施しました

詳細ついては、県原子力安全対策課のホームページをご覧ください。 新潟県　原子力安全対策課 検索

▶報道発表資料　平成28年公表分

　県は、原子力災害時における住民搬送や物資輸送等に関する民間事業者からの協力についての検討の

参考とするため、県内の主要バス・トラック事業者の運転業務従事者を対象としたアンケートを8月

24日から9月14日にかけて実施しました。

　アンケート結果から、原子力災害時における運転業務従事者を確保するため、次のような制度の整備

や財源の措置が必要であることが改めて確認できました。

　■　業務従事者に対する特別手当（危険手当）の整備

　■　業務従事者に対する補償制度の具体化

　■　現場で作業するための十分な防護資機材の配備　等

　今回のアンケート結果を踏まえて、県は原子力災害時に民間事業者の協力が得られるよう、業務従事

者の手当や補償等、具体的な制度の整備などを国に要請していきます。

アンケート設問

　福島第一原発事故のような事故が起きた

場合、住民が原則屋内退避しているような

半径概ね30km圏内の区域において、屋内

退避が困難となった住民を30km圏外に搬

送したり、屋内退避中の住民に物資を輸送

する業務について、仮に自治体から会社に

依頼があり協力することとなった場合、区

域内に行っていただけますか？

【アンケート結果】（平成28年8月24日～9月14日）

《合計》
《内訳》

その他  0.5%

行く

33.9%

行く

37.6%
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行かない

65.6%
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61.5%

行かない

69.5%

合計

1,335/1,982

(回収数/配付数)
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その他  0.1%

バス
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トラック
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柏崎刈羽原子力発電所の運転状況（平成28年7月1日～9月30日）

BWR：沸騰水型軽水炉　ABWR：改良型沸騰水型軽水炉　　注：定格熱出力一定運転を行っているため、設備利用率は100％を超える場合があります。

１号機

２号機

３号機

４号機

５号機

６号機

７号機

【放射線防護対策のイメージ】 【送風機（左）とフィルタ設備（右）】

区域外への

住民の搬送
区域内への

物資の輸送

主な自由意見

・手当や補償次第・・・・・・・・・・・｢行く｣中 14人、｢行かない｣中 5人

・安全性や防護装備次第・・・・・・・・｢行く｣中 10人、｢行かない｣中 3人

・その他状況次第（家族、区域等）・・・｢行く｣中 28人、｢行かない｣中 11人
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BWR：沸騰水型軽水炉　ABWR：改良型沸騰水型軽水炉　　注：定格熱出力一定運転を行っているため、設備利用率は100％を超える場合があります。

１号機

２号機

３号機

４号機

５号機

６号機

７号機

【放射線防護対策のイメージ】 【送風機（左）とフィルタ設備（右）】

区域外への

住民の搬送
区域内への

物資の輸送

主な自由意見

・手当や補償次第・・・・・・・・・・・｢行く｣中 14人、｢行かない｣中 5人

・安全性や防護装備次第・・・・・・・・｢行く｣中 10人、｢行かない｣中 3人

・その他状況次第（家族、区域等）・・・｢行く｣中 28人、｢行かない｣中 11人

原
子
力
防
災

原
子
力
防
災
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測定地点
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土合局 土合局 

下高町局 下高町局 

発電所
南局 

発電所
南局 
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1

1
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6
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89

10

11
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　新潟県では、安全協定に基づき、柏崎刈羽原子力発電所周辺で空気中の放射線の量や野菜・水
などの環境試料に含まれる放射能を調査しています。調査結果は以下のとおりです。

・（青字）の調査試料から、人工放射性核種は検出されませんでした。
※１　参考値：チェルノブイリ原子力発電所事故時（昭和61年度）の測定値の最高値
※２　飲料水のセシウム137の測定値は、計数誤差を考慮すると、対照期間と同程度でした。
　　　　測定値：0.0015±0.0003（対照期間の最大値：0.0013±0.0003）
※３　貝類のストロンチウムは、分析方法の変更により、対照期間よりも検出限界が向上したため検出されたものと考えられます。検

出されたストロンチウム90は、過去の核実験等の影響によるものと考えられます。
※４　大気のトリチウムの測定値は、計数誤差を考慮すると、対照期間と同程度でした。
　　　　測定値：0.012±0.002（対照期間の最大値：0.011±0.003）

7

環境試料中の放射能2

浮遊じん(※)　

グラフの見方

平均値 今回の測定値の範囲

対照期間(＊)の測定値の範囲
（＊）福島第一原発事故前５ヵ年（平成17年度～
　　　平成21年度の第２四半期）及び事前調査期
　　　間の測定値

測定値の最小値が検出下限値未満（検出されず）の場合は、グラ
フの左端を斜線で表示しています。

1 空 間 放 射 線

（単位：Bq/m3）

②核種分析（セシウム137、ストロンチウム90などの放射性物質の種類（核種）毎に放射能を測定）

①空間放射線量率

（単位：μSv/時）

　モニタリングポスト（11局）で空気中の放射線の
量を連続測定しています。

結果：⑤発電所北局は周辺で行われた工事の影響で、測定のほぼ全期間
にわたり、線量率が低い状況が続きました。そのため、平均値及
び最低値が同一四半期よりも低くなりました。
⑥発電所南局で対照期間の測定値を超えました。これは、降雨により、
天然放射性核種が降下したためと考えられます。
その他の測定局では、対照期間の測定値の範囲内でした。

　空気中の放射線が３か月でどれくらいの量になるかを
発電所周辺地域内の22地点で測定しています。

①全ベータ放射能測定

　試料中の放射性物質が放出するベータ線を測定し、おおよそ
の放射能レベルを求めています。

結果：対照期間の測定値の範囲内でした。

結果：対照期間の測定値の範囲内でした。

※ここでは、測定値を近似的に「1Sv =1Gy」で換算して表示しています。

②積算線量

（単位：mSv/91日）

測定地点
（モニタリングポスト） 測定結果

測定地点
（モニタリングポイント） 測定結果

① 西 山 局

② 宮 川 局

③ 勝 山 局

④ 刈 羽 局

⑤発電所北局

⑥発電所南局

⑦赤田町方局

⑧下高町局

⑨ 荒 浜 局

⑩ 土 合 局

⑪柏崎市街局

全 2 2 地 点

測定地点 測定結果

① 西 山 局

④ 刈 羽 局

⑪柏崎市街局

・県内の通常の変動の範囲：0.016～0.16μSv/時
（＊）発電所南局、発電所北局は平成21年４月１日から測定を開始した

ため、平成21年度との比較になります。

(※)「浮遊じん」とは空気中のほこりです。これを６時間収集し、５時間
後に測定しています。５時間後に測定するのは、自然放射能（ラドン
崩壊生成物によるもの）の影響を少なくするためです。

0.48
0.36

1.1
0.28

0.49
0.18

Bq/L0.0037

89

1.1

14

0.085

－

－

－

Bq/L

Bq/L

Bq/kg生

Bq/kg生

Bq/kg乾

調  査  核  種 試料名 測　　定　　結　　果 単　位

[調査試料名]
・（浮遊じん）
・（降下物）
・陸水：飲料水、（原水）
・土壌：陸土
・畜産物：牛乳
・指標生物：松葉
・（海産物：貝類、藻類）

放射性セシウム
放射性ヨウ素　など

[調査試料名]
・畜産物：牛乳
・海産物：貝類

ストロンチウム90

[調査試料名]
・大気：監視地域、対照地域
・（陸水：飲料水、原水）

トリチウム

[調査試料名]
・（浮遊じん）
・（降下物）

プルトニウム

結果：下記のとおりです。

セシウム
137

セシウム
137

セシウム
137

セシウム
137

ストロン
チウム90

ストロン
チウム90

トリチウム
(監視地域)

トリチウム
(対照地域)

プルトニウム

参考値  ※1

0.0015
※２

0.0013

0.014

0.81

0.019

0.011

4.4

0.0810.044

0.011

0.012
※4

0.0064

120

172.4

福島第一原子力発電所事故前で
は検出されていません。※3

検出されませんでした。

Bq/m3

－

大　気

0.015 0.138
0.038 0.076

0.09 0.13

（0.12）
0.10 0.13

0.017 0.126
0.039 0.082

0.034 0.084
0.037 0.066

0.016 0.108
0.035 0.072

0.008 0.119
0.036 0.076

0.036 0.084
0.037 0.071

0.033 0.077（＊）

0.029 0.071

0.033 0.072（＊）

0.033 0.078

0.010 0.155
0.034 0.069

0.010 0.122
0.032 0.079

0.015 0.137
0.036 0.075

milk

milk

柏崎刈羽原子力発電所周辺の
環境放射線監視調査結果速報（平成28年7月～9月）環境放射線監視調査結果速報（平成28年7月～9月）

（0.041）

（0.039）

（0.041）

（0.038）

（0.040）

（0.042）

（0.040）

（0.036）

（0.038）

（0.033）

（0.036）

数値は右側の
（  ）に記載

（0.060）

（0.051）

（0.040）

0.670.010

0.016

松　葉

貝　類

飲料水

0.012

－

陸　土

牛　乳

牛　乳
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などの環境試料に含まれる放射能を調査しています。調査結果は以下のとおりです。

・（青字）の調査試料から、人工放射性核種は検出されませんでした。
※１　参考値：チェルノブイリ原子力発電所事故時（昭和61年度）の測定値の最高値
※２　飲料水のセシウム137の測定値は、計数誤差を考慮すると、対照期間と同程度でした。
　　　　測定値：0.0015±0.0003（対照期間の最大値：0.0013±0.0003）
※３　貝類のストロンチウムは、分析方法の変更により、対照期間よりも検出限界が向上したため検出されたものと考えられます。検

出されたストロンチウム90は、過去の核実験等の影響によるものと考えられます。
※４　大気のトリチウムの測定値は、計数誤差を考慮すると、対照期間と同程度でした。
　　　　測定値：0.012±0.002（対照期間の最大値：0.011±0.003）
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②核種分析（セシウム137、ストロンチウム90などの放射性物質の種類（核種）毎に放射能を測定）

①空間放射線量率

（単位：μSv/時）

　モニタリングポスト（11局）で空気中の放射線の
量を連続測定しています。

結果：⑤発電所北局は周辺で行われた工事の影響で、測定のほぼ全期間
にわたり、線量率が低い状況が続きました。そのため、平均値及
び最低値が同一四半期よりも低くなりました。
⑥発電所南局で対照期間の測定値を超えました。これは、降雨により、
天然放射性核種が降下したためと考えられます。
その他の測定局では、対照期間の測定値の範囲内でした。

　空気中の放射線が３か月でどれくらいの量になるかを
発電所周辺地域内の22地点で測定しています。

①全ベータ放射能測定

　試料中の放射性物質が放出するベータ線を測定し、おおよそ
の放射能レベルを求めています。

結果：対照期間の測定値の範囲内でした。

結果：対照期間の測定値の範囲内でした。

※ここでは、測定値を近似的に「1Sv =1Gy」で換算して表示しています。

②積算線量

（単位：mSv/91日）

測定地点
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⑩ 土 合 局

⑪柏崎市街局

全 2 2 地 点

測定地点 測定結果
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⑪柏崎市街局

・県内の通常の変動の範囲：0.016～0.16μSv/時
（＊）発電所南局、発電所北局は平成21年４月１日から測定を開始した

ため、平成21年度との比較になります。

(※)「浮遊じん」とは空気中のほこりです。これを６時間収集し、５時間
後に測定しています。５時間後に測定するのは、自然放射能（ラドン
崩壊生成物によるもの）の影響を少なくするためです。

0.48
0.36

1.1
0.28

0.49
0.18

Bq/L0.0037

89

1.1

14

0.085

－

－

－

Bq/L

Bq/L

Bq/kg生

Bq/kg生

Bq/kg乾

調  査  核  種 試料名 測　　定　　結　　果 単　位

[調査試料名]
・（浮遊じん）
・（降下物）
・陸水：飲料水、（原水）
・土壌：陸土
・畜産物：牛乳
・指標生物：松葉
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0.0015
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0.0013

0.014
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4.4

0.0810.044
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柏崎刈羽原子力発電所周辺の
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福島事故検証課題別ディスカッション（10月31日）

Atomic Letter From Niigata Prefecture

アトムインフォメーション…２～５　　環境放射線監視調査結果速報…６～７
原子力広報事業のお知らせ…８

福島事故検証課題別ディスカッション｢地震動による重要機器の影響｣（第９回）を開催

市町村原子力防災担当者会議を開催しました

第４回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会が開催されました

運転業務従事者への原子力災害時における業務従事に関するアンケートを実施

原子力発電所周辺の福祉施設等で放射線防護工事を進めています

P2

P3

P3

P4

P5

TOPICS


